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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信する
手段を備え、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱリダ
ンダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信する
手段を備え、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の



(2) JP 5470485 B2 2014.4.16

10

20

30

40

50

ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示
するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項３】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信する
手段を備え、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポー
トブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から受信す
る手段と、
　前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記受信品質情報を
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する手段と、を備え、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱリダ
ンダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項５】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から受信す
る手段と、
　前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記受信品質情報を
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する手段と、を備え、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示
するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項６】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から受信す
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る手段と、
　前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記受信品質情報を
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する手段と、を備え、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポー
トブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項７】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置の通信方法であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信し、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱリダ
ンダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置の通信方法であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信し、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示
するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項９】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置の通信方法であって、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信し、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポー
トブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項１０】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置の通信方法であっ
て、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から受信し
、
　前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記受信品質情報を
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前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信し、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱリダ
ンダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項１１】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置の通信方法であっ
て、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から受信し
、
　前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記受信品質情報を
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信し、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示
するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項１２】
　物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使用される物理上
りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置の通信方法であっ
て、
　前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質
情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から受信し
、
　前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記受信品質情報を
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信し、
　前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、
　前記複数のビットフィールドは、
　前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポー
トブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含む
　ことを特徴とする通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術に関し、特に、移動局装置が、基地局装置から受信した信号の受信
品質を測定し、受信品質情報を基地局装置へ送信する移動通信システム、この移動通信シ
ステムに適用される基地局装置および移動局装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、移動通信システムにおいては、データ通信の需要が高まってきており、それに伴
う通信データの増加に対応した、高い周波数利用効率が得られる様々な技術が提案されて
いる。周波数利用効率を高める技術の１つにＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：直交周波数分割多
元接続）がある。このＯＦＤＭＡは、セルで構成される通信エリアにおいて、すべてのセ
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ルで同じ周波数を用いて通信する際の変調方式の技術に関するものであり、高速なデータ
通信を実現することができる。ＯＦＤＭＡシステムにおける送信パケットのスケジューリ
ングでは、広帯域のサブキャリアにおける下り回線状態の受信品質を示す情報であるＣＱ
Ｉ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を、移動局装置が基地局装
置に送信し、基地局装置は各移動局装置から送信された広帯域のサブキャリアのＣＱＩに
基づいて、パケットのスケジューリングを行なうという方法が知られている。
【０００３】
　また、複数のサブキャリアを用いるＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ：直交波周波数分割多重）システム
における送信パケットのスケジューリングにおいて、移動局装置で下りの各チャネル状態
（周波数特性、すなわち、周波数に依存する伝送損失等の特性）を評価し、各チャネル状
態を量子化した情報を基地局装置に送信し、基地局装置は送信された情報に基づいて各移
動局装置に割り振るサブキャリアを決定するという技術も知られている（下記特許文献１
参照）。図５は、従来の基地局装置と移動局装置との通信方法の概要を示す図である。図
５（Ａ）はシステム構成例を示す図であり、図５（Ｂ）は特性例を示す図である。基地局
装置２０１から受信品質測定に用いる下り回線の下りリンク情報２０５を受信した移動局
装置は、その下りリンク情報に基づいて各チャネルの受信品質（図５（Ｂ））を測定し、
測定した各チャネルの受信品質を量子化することによって、伝搬路のチャネルプロファイ
ルを作成する。
【０００４】
　移動局装置２０３が作成したチャネルプロファイルは、上り回線を用いて、受信品質情
報２０７として移動局装置２０３から基地局装置２０１に送信される。基地局装置２０１
は、その受信品質情報２０７に基づいて、基地局装置２０１から移動局装置２０３に対し
て送信する信号に対して適応変調符号化や周波数選択スケジューリング等の処理を行なう
。
【０００５】
　この移動局装置による基地局装置への受信品質情報の送信に関して、国際的な標準化プ
ロジェクトである３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　
Ｐｒｏｊｅｃｔ）で検討されている第３世代無線アクセスの進化（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）では、専用の上
りリンク制御チャネル（以下、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と称する。）、および、上りリンク共用データチャネル（以下
、ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と称
する。）を用いて、移動局装置から基地局装置に送信することが検討されている。例えば
、下記非特許文献１では、移動局装置から基地局装置へ受信品質情報を送信する際に、要
求される受信品質情報が異なるサービスの種類によって、ＰＵＣＣＨ、もしくは、ＰＵＳ
ＣＨを使用して受信品質情報を送信しようとする提案がなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１３０４９１号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】"ＣＱＩ　ｈａｎｄｌｉｎｇ　ｄｕｒｉｎｇ　ＤＲＸ"、３ＧＰＰ、ＴＳ
Ｇ　ＲＡＮ　ＷＧ２　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＃５８、Ｒ２－０７１９０１、２００７年５月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記のような従来の技術では、移動局装置がＰＵＳＣＨを使用して受信
品質情報を送信する際には、上りリンクデータと受信品質情報とを同時に送信する必要が
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あった。すなわち、移動局装置は、基地局装置に送信する上りリンクデータが存在しない
ときには、ＰＵＳＣＨを使用して受信品質情報を送信することが出来ないという問題があ
った。一般的に、ＰＵＣＣＨとして割り当てられるリソース領域は、ＰＵＳＣＨとして割
り当てられるリソース領域よりも小さいため、ＰＵＣＣＨを使用して送信できる受信品質
情報の情報量は小さくなる。一方、ＰＵＳＣＨを使用して送信する受信品質情報は、大き
な情報量を持った受信品質情報となる。
【０００９】
　基地局装置は、移動局装置から送信される受信品質情報に基づいて、移動局装置に送信
する信号に適応変調符号化や周波数選択スケジューリング等の処理を施す。移動局装置か
らＰＵＣＣＨを使用して、小さな情報量を持った受信品質情報が送信された場合には、基
地局装置は、その情報量に応じて、高精度な適応変調符号化や周波数選択スケジューリン
グ等の処理を施さない、もしくは、適応変調符号化の処理のみを施して移動局装置に信号
を送信することになる。移動局装置からＰＵＳＣＨを使用して、大きな情報量を持った受
信品質情報が送信された場合には、基地局装置は、その情報に基づいて、高精度な適応変
調符号化や周波数選択スケジューリング等の処理を施して移動局装置に信号を送信する。
【００１０】
　このように、基地局装置は、移動局装置から送信される受信品質情報が大きな情報量を
持っていた場合には、高精度な適応変調符号化や周波数選択スケジューリング等の処理を
送信する信号に施すことができ、その結果、基地局装置、移動局装置間の通信制御（スケ
ジューリング）をより効率的に行うことができる。
【００１１】
　ここで、移動局装置、基地局装置の間で行われるサービスには、例えば、ＶｏＩＰ（音
声通話）、ＷＥＢブラウジング、ＴＶ電話のような様々なタイプのサービスが存在する。
その中の１つとして、動画像のような大量のデータ（ＵＤＰパケット）をダウンロードし
続けるようなサービスも存在し、この際には、移動局装置から基地局装置に対して送信さ
れる上りリンクデータは存在しない。
【００１２】
　つまり、従来の技術では、動画像のような大量のデータ（ＵＤＰパケット）をダウンロ
ードし続けるような上りリンクデータが存在しないサービスにおいて、移動局装置からＰ
ＵＳＣＨを使用して大きな情報量を持った受信品質情報を送信することはできない。これ
は、上りリンクデータが存在しないようなサービスの際に、基地局装置において、高精度
な適応変調符号化や周波数選択スケジューリング等の処理を送信する信号に施すことがで
きず、基地局装置、移動局装置間の通信制御（スケジューリング）を、より効率的に行う
ことができないことを意味している。
【００１３】
　また、従来の技術では、移動局装置がＰＵＳＣＨを使用して受信品質情報のみを送信す
る際に基地局装置がどのような制御情報を用いて移動局装置の制御を行ない、さらに、基
地局装置と移動局装置との間でどのようなやり取りが行なわれて受信品質情報の送信が行
なわれるかの具体的な記載がなかった。移動局装置による基地局装置への受信品質情報の
送信においては、移動局装置から送信される受信品質情報の情報量、送信頻度を基地局装
置が制御したいという要求がある。基地局装置は、自らが制御するセル内の上りリンクリ
ソースを考慮して、送信される受信品質情報の情報量、送信頻度を制御すべきであり、各
移動局装置の判断でサイズの大きな受信品質情報を高頻度に送信しては、セル内の上りリ
ンクリソースが不足してしまい、また、サイズの小さな受信品質情報を低頻度に送信して
は、上りリンクリソースに無駄が生じてしまう。すなわち、移動局装置から基地局装置に
対して受信品質情報を送信する際に、基地局装置からどのような制御情報を用いて移動局
装置の制御を行ない、基地局装置と移動局装置の間でどのようなやり取りを行なって受信
品質情報を送信するかが重要な課題であり、送信される受信品質情報の情報量、送信頻度
を考慮した、効率的な送信制御方法が必要とされる。
【００１４】
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　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、移動局装置、基地局装置の間
で上りリンクデータが存在しない場合であっても移動局装置から大きな情報量を持った受
信品質情報を送信できるようにし、また、移動局装置から送信される受信品質情報の情報
量、送信頻度に柔軟に対応した送信制御を行うことで、より効率的な基地局装置、移動局
装置間の通信制御（スケジューリング）を実現することができる移動通信システム、基地
局装置、移動局装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
（１）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置であって、前
記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質情報
の送信指示を、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信する手
段を、備え、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情
報の複数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィール
ドは、前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱ
リダンダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを
特徴とする基地局装置である。
【００１６】
（２）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置であって、前
記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質情報
の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信する手段
を備え、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の
複数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは
、前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示
するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする基地局装置である。
【００１７】
（３）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置であって、前
記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受信品質情報
の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送信する手段
を備え、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の
複数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは
、前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポー
トブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とす
る基地局装置である。
【００１８】
（４）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置で
あって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受
信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から
受信する手段と、前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記
受信品質情報を前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する手
段と、を備え、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される
情報の複数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィー
ルドは、前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲ
Ｑリダンダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含むこと
を特徴とする移動局装置である。
【００１９】
（５）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使



(8) JP 5470485 B2 2014.4.16

10

20

30

40

50

用される物理上りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置で
あって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受
信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から
受信する手段と、前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記
受信品質情報を前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する手
段と、を備え、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される
情報の複数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィー
ルドは、前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳ
を指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする移動局装置であ
る。
【００２０】
（６）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置で
あって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受
信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基地局装置から
受信する手段と、前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに前記
受信品質情報を前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信する手
段と、を備え、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される
情報の複数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィー
ルドは、前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトラン
スポートブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特
徴とする移動局装置である。
【００２１】
（７）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置の通信方法で
あって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受
信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送
信し、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複
数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは、
前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱリダン
ダンシーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴と
する通信方法である。
【００２２】
（８）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置の通信方法で
あって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受
信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送
信し、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複
数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは、
前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示す
るために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする通信方法である。
【００２３】
（９）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に使
用される物理上りリンク共用チャネルを移動局装置へ割り当てる基地局装置の通信方法で
あって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータを伴わない受
信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記移動局装置へ送
信し、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複
数のビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは、
前記受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポート
ブロックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする
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通信方法である。
【００２４】
（１０）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に
使用される物理上りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置
の通信方法であって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータ
を伴わない受信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基
地局装置から受信し、前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに
前記受信品質情報を前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信し
、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは、前記
受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＨＡＲＱリダンダン
シーバージョンを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする
通信方法である。
【００２５】
（１１）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に
使用される物理上りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置
の通信方法であって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータ
を伴わない受信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基
地局装置から受信し、前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに
前記受信品質情報を前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信し
、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは、前記
受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとＭＣＳを指示するた
めに使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする通信方法である。
【００２６】
（１２）本発明は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクデータの送信に
使用される物理上りリンク共用チャネルを基地局装置によって割り当てられる移動局装置
の通信方法であって、前記物理上りリンク共用チャネルを使用した前記上りリンクデータ
を伴わない受信品質情報の送信指示を前記物理下りリンク制御チャネルを使用して前記基
地局装置から受信し、前記送信指示を受信した場合に、前記上りリンクデータを伴わずに
前記受信品質情報を前記物理上りリンク共用チャネルを使用して前記基地局装置へ送信し
、前記送信指示は、前記物理下りリンク制御チャネルを使用して送信される情報の複数の
ビットフィールドに設定される値を用いて表され、前記複数のビットフィールドは、前記
受信品質情報の送信を指示するために使用されるビットフィールドとトランスポートブロ
ックサイズを指示するために使用されるビットフィールドとを含むことを特徴とする通信
方法である。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、移動局装置、基地局装置の間で上りリンクデータが存在しない場合に
も移動局装置から大きな情報量を持った受信品質情報を送信でき、また、移動局装置から
送信される受信品質情報の情報量、送信頻度に柔軟に対応した送信制御が可能となり、よ
り効率的な基地局装置、移動局装置間の通信制御（スケジューリング）を実現することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１の実施の形態による基地局装置の構成を示す概略ブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態による移動局装置の構成を示す概略ブロック図である
。
【図３】本発明の第１の実施の形態の変形例の処理フローを説明する図である。
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【図４】本発明の第２の実施の形態、および、処理フローを説明する図である。
【図５】一般的な基地局装置と移動局装置の通信方法について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
（第１の実施の形態）
　まず、本発明の第１の実施の形態による移動通信システムについて説明する。本実施の
形態による移動通信システムは、基地局装置と移動局装置とを有しており、図５（Ａ）と
同様の構成を有する。図１は、本実施の形態による基地局装置の概略構成例を示す機能ブ
ロック図である。図１に示すように、基地局装置Ａは、データ制御部１、変調符号化部３
、マッピング部５、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）部７、無線送信部１１、無線受信部
１５、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）部１７、復調復号化部２１、データ抽出部２３、送信
情報制御部２７、アンテナ３１、を備えている。送信情報制御部２７は、スケジューラ部
２７a、変調符号制御部２７ｂ、周波数選択スケジューラ部２７ｃを含んでいる。
【００３０】
　基地局装置Ａにおいて、データ制御部１には、各移動局装置に送信される送信データと
、制御データとが入力され、送信情報制御部２７からの指示に従って、それぞれのデータ
が逐次移動局装置に送信される。変調符号化部３は、送信情報制御部２７が決定した変調
方式および符号化率に基づいて、データ制御部から出力される信号に対して、変調処理や
誤り訂正符号化処理を施し、各データをマッピング部に出力する。マッピング部は、送信
情報制御部２７から出力される周波数選択スケジューリング情報に基づいて、変調符号化
部３から出力されるデータを、各サブキャリア上にマッピングし、逆高速フーリエ変換部
７に出力する。
【００３１】
　逆高速フーリエ変換部７は、マッピング部５から出力されるデータに、逆高速フーリエ
変換の処理を施し、時系列のベースバンドデジタル信号に変換し、無線送信部１１に出力
する。逆高速フーリエ変換部７からの出力信号は、無線送信部１１においてデジタル／ア
ナログ変換され、送信に適した周波数にアップコンバートされた後に、アンテナを介して
、各移動局装置に送信される。
【００３２】
　スケジューラ部２７ａは、各移動局装置が使用することのできるリソース領域、間欠送
受信サイクル、送信データチャネルのフォーマット、バッファ状況などの制御情報に基づ
き、下りリンクのスケジューリング、上りリンクのスケジューリングを行なう。変調符号
制御部２７ｂは、移動局装置から送信される受信品質情報に基づいて、各データに施す変
調方式、符号化率を決定する。周波数選択スケジューラ部２７ｃは、移動局装置から送信
される受信品質情報に基づいて、各データに施す周波数選択スケジューリングの処理を行
なう。データ抽出部２３は、復調復号化したデータをユーザ用の受信データと制御データ
に分離して上位の処理部に渡すとともに、受信品質情報を送信情報制御部２７に出力する
。
【００３３】
　図２は、本発明の第１の実施の形態による移動局装置の概略構成例を示す機能ブロック
図である。図２に示すように、移動局装置Ｂは、データ制御部４１、変調符号化部４３、
マッピング部４５、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）部４７、無線送信部５１、無線受信
部５３、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）部５５、復調復号化部５７、データ抽出部６１、受
信品質情報制御部６３、アンテナ６５、を備えている。受信品質情報制御部６３は、受信
品質情報生成部６３ａ、受信品質測定部６３ｂ、を備えている。
【００３４】
　尚、無線受信部５３、ＦＦＴ部５５、復調復号化部５７、データ抽出部６１、および、
受信品質情報制御部６３は、全体として受信部を構成しており、データ制御部４１、変調
符号化部４３、マッピング部４５、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）部４７、および、無
線送信部５１は、全体として送信部を構成する。
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【００３５】
　図２に示す移動局装置Ｂにおいて、データ制御部４１には、基地局装置Ａに送信される
送信データと、制御データとが入力され、それぞれのデータが逐次基地局装置に送信され
る。変調符号化部４３は、データ制御部４１から出力される信号に変調処理や誤り訂正符
号化処理を施し、各データをマッピング部４５に出力する。マッピング部４５は、変調符
号化部４３から出力されるデータを、各サブキャリア上にマッピングし、逆高速フーリエ
変換部４７に出力する。
【００３６】
　逆高速フーリエ変換部４７は、マッピング部４５から出力されるシンボル系列に逆高速
フーリエ変換の処理を施し、時系列のベースバンドデジタル信号に変換し、無線送信部５
１に出力する。逆高速フーリエ変換部４７からの出力信号は、無線送信部においてデジタ
ル／アナログ変換され、送信に適した周波数にアップコンバートされた後に、アンテナを
介して、基地局装置Ａに送信される。
【００３７】
　受信品質測定部６３ｂは、基地局装置Ａから受信する信号の受信品質を測定する。受信
品質情報生成部６３ａは、受信品質測定部６３ｂによって測定された情報に基づいて、基
地局装置Ａに送信する受信品質情報を生成する。
【００３８】
　図３は、本発明の第１の実施の形態による通信技術を説明するための図である。図３の
左図において、基地局装置から移動局装置に送信される制御信号（L1/L2グラント）、受
信品質情報、上りリンクデータ、上りリンクで送信される情報の送信形態、右図において
、各スロットに対応する処理フローを示している。図３では、例として、#slot1～#slot1
2までの動作を示している。
【００３９】
　移動局装置Ｂは、基地局装置Ａからの下りリンク制御チャネル（以下、ＰＤＣＣＨ（Ph
ysical Downlink Control Channel））によって指示されたリソース割当てに応じて、Ｐ
ＵＳＣＨを使用してデータを送信する。すなわち、この下りリンク制御チャネル（PDCCH
）は、上りリンクに対するデータ送信を許可する信号（上りリンクデータ送信許可信号、
以下、L1/L2グラント）である。このL1/L2グラントは、例えば、リソース割当て情報（１
０ビット）、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme、変調符号化方式）（２ビット）、
トランスポートブロックサイズ（６ビット）、ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat Requ
est、ハイブリッド自動再送要求）リダンダンシーバージョン（２ビット）、復調パイロ
ット信号強度（２ビット）、移動局識別情報Ｃ－ＲＮＴＩ（１６ビット）により構成され
る。
【００４０】
　本発明の第１の実施の形態では、基地局装置Ａは、移動局装置Ｂが、受信品質情報を送
信することを許可する受信品質情報送信許可情報を含んだL1/L2グラントに、L1/L2グラン
トで割り当てられたリソースを使用して受信品質情報のみを送信することを許可する受信
品質情報専用送信許可情報を含めて送信し、その信号を受信した移動局装置Ｂは、L1/L2
グラントで割り当てられたリソースを使用して受信品質情報のみを基地局装置Ａに送信す
る。（図３における#slot4、#slot7、#slot12が対応している。）
　図３を参照しながら各スロットにおける動作について説明する。
【００４１】
　#slot2において、移動局装置Ｂに対して受信品質情報を送信するように指示することを
判断した基地局装置Ａは、その許可情報（以下、「受信品質情報送信許可情報」と称する
。）を、例えば“１”に設定したL1/L2グラントを移動局装置Ｂに送信する（７１）。以
下、本発明の実施例では、基地局装置は、例として受信品質情報送信許可情報を1ビット
の情報によって表し、受信品質情報を送信することを許可する際には“１”を設定し、受
信品質情報を送信しないようにするには“０”を設定してL1/L2グラントを送信すること
とする。本実施の形態では、説明を分かり易くするためにこのような設定とするが、他の
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設定方法を用いても勿論良い。この受信品質情報送信許可情報が“１”に設定されたL1/L
2グラントを受信した移動局装置Ｂは、L1/L2グラントによって割り当てられたリソースを
使用して受信品質情報を上りリンクデータと同時に基地局装置Ａに送信する（７２）。
【００４２】
　また、#slot3では、基地局装置Ａから通常のL1/L2グラントが移動局装置Ｂに送信され
（７３）、その信号を受信した移動局装置Ｂは、L1/L2グラントによって割り当てられた
リソースを使用して上りリンクデータを基地局装置Ａに送信する（７４）。
【００４３】
　次に、#slot4の動作について説明する。
【００４４】
　#slot4では、移動局装置Ｂに対して受信品質情報のみを送信することを許可することを
判断した基地局装置Ａは、その指定情報（以下、「受信品質情報専用送信許可情報」と称
する。）を、例えば“１”に設定したL1/L2グラントを移動局装置 Ｂに送信する（７５）
。以下、本発明の実施例では、基地局装置は、例として受信品質情報専用送信許可信号を
1ビットの情報によって表し、受信品質情報のみを送信することを許可する際には“１”
を設定し、受信品質情報のみを送信しないようにするには“０”を設定してL1/L2グラン
トを送信することとする。本実施形態では、説明を分かり易くするためにこのような設定
とするが、他の設定方法を用いても勿論良い。受信品質情報専用送信許可情報が“１”に
設定されたL1/L2グラントを受信した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソースを使用し
て受信品質情報のみを基地局装置Ａに送信する（７６）。但し、移動局装置Ｂは、下りリ
ンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する必要があるときには、受信品
質情報とＡＣＫ／ＮＡＣＫとを送信する。
【００４５】
　ここで、第１の実施例における#slot2、#slot3、#slot4で基地局装置から送信されるL1
/L2グラントについてさらに説明する。#slot2、#slot3、#slot4で送信されるL1/L2グラン
トには、常に受信品質情報送信許可情報と受信品質情報専用送信許可情報が含まれている
。すなわちL1/L2グラントに常に２ビットの情報が含まれていることになる。基地局装置
は、その２ビットの情報を、#slot2では受信品質情報送信許可情報を“１”、受信品質情
報専用送信許可情報を“０”に設定し、#slot３では受信品質情報送信許可情報を“０”
、受信品質情報専用送信許可情報を“０”に設定する。#slot４では受信品質情報送信許
可情報を“１”、受信品質情報専用送信許可情報を“１”に設定する。上記までに記載さ
れていたslot2、#slot3、#slot4の説明では、説明を分かり易くするために“１”に設定
されている情報についてのみを記載しているが、第１の実施例において、L1/L2グラント
には常に受信品質情報送信許可情報と受信品質情報専用送信許可情報の２ビットの情報が
含まれている。以下、本発明の実施例の説明においては、説明を分かり易くするために基
本的に“１”に設定されている情報についてのみを記載する。
【００４６】
　図３では、同様に#slot6、#slot9、#slot10において、基地局装置Ａから受信品質情報
送信許可情報を“１”に設定したL1/L2グラントが送信され、その信号を受信した移動局
装置Ｂが、割り当てられたリソースを使用して受信品質情報を上りリンクデータと同時に
基地局装置Ａに送信していることを示している（７８・８２・８４）。また、#slot11で
、基地局装置から通常のL1/L2グラントが送信され、その信号を受信した移動局装置Ｂが
、割り当てられたリソースを使用して上りリンクデータを基地局装置Ａに送信しているこ
とを示している（８６）。また、#slot７、#slot12で、基地局装置から受信品質情報専用
送信許可情報を“１”に設定したL1/L2グラントを移動局装置Ｂに送信し、その信号を受
信した移動局装置が、受信品質情報のみを基地局装置Ａに対して送信していることを示し
ている（８０・８８）。#slot7と#slot12においては、移動局装置Ｂが上りリンクを使用
して送信する情報に上りリンクデータが存在していたとしても、受信品質情報のみを基地
局装置Ａに送信している。
【００４７】
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　尚、図３において符号１０５～１４０は、それぞれのスロットにおける各データの存在
を示す。#slot２、#slot6、#slot9、#slot10のL1/L2グラントが横線のハッチで表されて
いるのは、基地局装置Ａが受信品質情報送信許可情報を“１”、受信品質情報専用送信許
可情報を“０”に設定したL1/L2グラントを送信していることを示し、#slot4、#slot７、
#slot12のL1/L2グラントが黒塗りで表されているのは、基地局装置Ａが受信品質情報送信
許可情報を“１”に、受信品質情報専用送信許可情報も“１”に設定したL1/L2グラント
を送信していることを示している。
【００４８】
　また、#slot２、#slot6、#slot9、#slot10の送信形態が斜線（受信品質情報と同様）と
白枠（上りリンクデータと同様）で示されているのは、移動局装置Ｂが受信品質情報を上
りリンクデータと同時に基地局装置Ａに送信していることを示し、#slot4、#slot７、#sl
ot12の送信形態が格子模様で表しているのは、移動局装置Ｂが受信品質情報のみを基地局
装置Ａに送信していることを示している。
【００４９】
　各スロットに対応した処理フローについて、図３の右図を参照しながら説明する。
【００５０】
　#slot2で、基地局装置Ａは受信品質情報送信許可情報を“１”に設定したL1/L2グラン
トを送信する（７１）。この信号を受信した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソースを
使用して、受信品質情報を上りリンクデータと同時に送信する（７２）。#slot6、#slot9
、#slot10においても同様の処理が行われる。
【００５１】
　#slot3で、基地局装置Ａは通常のL1/L2グラントを送信する（７３）。この信号を受信
した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソースを使用して上りリンクデータを送信する（
７４）。#slot11においても同様の処理が行われる。
【００５２】
　#slot4で、基地局装置Ａは受信品質情報専用送信許可情報を“１”に設定したL 1/L2グ
ラントを送信する（７５）。この信号を受信した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソー
スを使用して受信品質情報のみを基地局装置に送信する（７６）。#slot7と#slot12にお
いては、移動局装置Ｂが上りリンクを使用して送信する情報に、上りリンクデータが存在
していたとしても、受信品質情報のみを基地局装置Ａに送信する。
【００５３】
　また、L1/L2グラントに含まれる受信品質情報専用送信許可情報は、新たな情報ビット
を追加せずに、L1/L2グラントに含まれる他の情報によって表すこともできる。例えば、L
1/L2グラントに含まれる上りリンクデータに対するＨＡＲＱリダンダンシーバージョンの
値を全て０に設定、もしくは、上りリンクデータに対するＭＣＳの値を全て０に設定、も
しくは、上リンクデータに対するトランスポートブロックサイズを０に設定することによ
って受信品質情報専用送信許可情報を表すことができる。これらの値が０に設定されてい
るということは、基地局装置からのL1/L2グラントによって、移動局装置から送信する上
りリンクデータで何も送信する必要がないことを示している。この信号を受信した移動局
装置は、基地局装置からのL1/L2グラントが通常のL1/L2グラントでないことを認識し、受
信品質情報のみを基地局装置に送信する。
【００５４】
　すなわち、図３の#slot4、#slot７、#slot12において、基地局装置Ａから上りリンクデ
ータに対するＨＡＲＱリダンダンシーバージョンの値が全て０に設定、もしくは、上りリ
ンクデータに対するＭＣＳの値が全て０に設定、もしくは上リンクデータに対するトラン
スポートブロックサイズが０に設定されたL1/L2グラントが送信され、その信号を受信し
た移動局装置ＢはL1/L2グラントで割り当てられたリソースを使用して受信品質情報のみ
を基地局装置Ａに送信する。この際、受信品質情報送信許可情報は“１”に設定されてい
る。基地局装置Ａから送信されるL1/L2グラントに含まれるどの情報を使用し、また、そ
の情報がどのような設定になっていた場合に、移動局装置Ｂが受信品質情報のみを送信す
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るかは、事前に仕様等によって決められ、基地局装置Ａ、移動局装置Ｂの間で既知の情報
としておく。このように、受信品質情報専用送信許可情報をL1/L2グラントに含まれる他
の情報を使用して表すことにより、L1/L2グラントに受信品質情報専用送信許可情報とし
て新たな情報ビットを追加する必要がなく、L1/L2グラントに含まれる情報量を増加させ
ずに、移動局装置Ｂから受信品質情報のみを基地局装置Ａに送信することができる。
【００５５】
　以上に説明したように、本発明の第１の実施の形態によれば、基地局装置が、受信品質
情報のみを送信することを許可する受信品質情報専用送信許可情報を含んだL1/L2グラン
トを送信し、その信号を受信した移動局装置が、受信品質情報のみを基地局装置に送信す
ることによって、移動局装置が受信品質情報のみを送信することが可能となる。
【００５６】
　移動局装置は、基地局装置からの受信品質情報専用送信許可情報を含んだL1/L2グラン
トによって割り当てられたリソースを使用して受信品質情報を送信するために、大きな情
報量を持った受信品質情報を送信することができる。これにより、例えば、動画像のよう
な大量のデータ（ＵＤＰパケット）をダウンロードし続けるような上りリンクデータが存
在しないサービスにおいても、移動局装置から大きな情報量を持った受信品質情報の送信
が可能となる。
【００５７】
　また、移動局装置が受信品質情報のみを送信することを許可する受信品質情報専用送信
許可情報をL1/L2グラントに含めて移動局装置へ送信するので、移動局装置が受信品質情
報のみを送信する頻度を基地局装置が制御することができる。
【００５８】
　これにより、移動局装置から送信される受信品質情報の情報量、送信頻度に柔軟に対応
した送信制御が可能となり、より効率的な基地局装置、移動局装置間の通信制御（スケジ
ューリング）を実現することができる。
【００５９】
（第２の実施の形態）
　図４は、本発明の第２の実施の形態による通信技術を説明するための図である。図４の
左図において、基地局装置から移動局装置に送信される制御信号（L1/L2グラント）、受
信品質情報、上りリンクデータ、上りリンクで送信される情報の送信形態、右図において
、各スロットに対応する処理フローを示している。図４では、例として、#slot1～#slot1
2までの動作を示している。
【００６０】
　本発明の第２の実施の形態では、基地局装置は、受信品質情報送信指示情報を含んだRR
Cシグナリングを移動局装置に送信する。また基地局装置は、移動局装置が受信品質情報
を送信することを許可する受信品質情報送信許可情報を含んだL1/L2グラントを移動局装
置に送信する。ここで、受信品質情報送信指示情報とは、後述するように、受信品質情報
送信許可情報（受信品質情報を送信することを指定する情報）を、受信品質情報専用送信
許可情報（受信品質情報のみを送信することを指定する情報）として使用するように指定
する情報である。尚、符号１６１～１９９は図３と同様の意味である。
【００６１】
　図４を参照しながら各スロットにおける動作について説明する。
　#slot1以前に、移動局装置Ｂは、基地局装置ＡからのRRCシグナリングにより、受信品
質情報送信指示情報で、受信品質情報送信許可情報が“１”に設定されたL1/L2グラント
を受信した場合、基地局装置に受信品質情報を送信することが指定されている。
【００６２】
　第１の実施の形態においても説明したように、#slot2において、移動局装置Ｂに対して
受信品質情報を送信することを指示することを判断した基地局装置Ａは、受信品質情報送
信許可情報を“１”に設定したL1/L2グラントを移動局装置Ｂに送信する（１４１）。こ
の受信品質情報送信許可情報を含んだL1/L2グラントを受信した移動局装置Ｂは、L1/L2グ
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ラントによって割り当てられたリソースを使用して受信品質情報を上りリンクデータと同
時に基地局装置Ａに送信する（１４２）。また、#slot3では、基地局装置Ａから通常のL1
/L2グラントが移動局装置Ｂに送信され（１４３）、その信号を受信した移動局装置Ｂは
、L1/L2グラントによって割り当てられたリソースを使用して上りリンクデータを基地局
装置Ａに送信する（１４４）。
【００６３】
　図４では、同様に#slot4、#slot6で、基地局装置Ａから受信品質情報送信許可情報が“
１”に設定されたL1/L2グラントが送信され、その信号を受信した移動局装置Ｂが、割り
当てられたリソースを使用して上りリンクデータと受信品質情報を同時に基地局装置に送
信していることを示している（１４６・１４８）。
【００６４】
　次に、#slot8の動作について説明する。
　#slot8で、基地局装置Ａは、受信品質情報送信指示情報を含んだRRCシグナリングによ
って、受信品質情報送信許可情報を受信品質情報専用送信許可情報として使用するよう移
動局装置Ｂに指定する（１４９）。
【００６５】
　ここで、受信品質情報送信指示情報について説明する。本実施の第２の実施の形態にお
いて、受信品質情報送信指示情報を含んだRRCシグナリングを受信した移動局装置Ｂは、
基地局装置Ａから送信されるL1/L2グラントに含まれる受信品質情報送信許可情報を、受
信品質情報専用送信許可情報と解釈する。例えば、基地局装置Ａが、受信品質情報送信許
可情報を情報ビット“Ａ”で示したとすると、受信品質情報送信指示情報を含んだRRCシ
グナリングを受信した後に、同じ情報ビット“Ａ”で示される情報が受信品質情報専用送
信許可情報となる。
【００６６】
　この点について図４を用いて説明する。
　図４において、基地局装置は、#slot2、#slot4、#slot6で受信品質情報送信許可情報を
示す情報ビット“Ａ”を“１”に設定することにより、移動局装置が受信品質情報を送信
するための許可を行ったとする。この信号を受信した移動局装置Ｂは、受信品質情報を上
りリンクデータと同時に送信する。基地局装置Ａは、#slot8で、受信品質情報送信指示情
報を含んだRRCシグナリングを送信する（１４９）。さらに、基地局装置Ａは、#slot９、
#slot10、#slot12で、受信品質情報送信許可情報を示した同じ情報ビット“Ａ”を“１”
に設定することにより、移動局装置Ｂが受信品質情報のみを送信するための許可を行うこ
とができる。すなわち、実施例１においては２ビットの情報として表されていた受信品質
情報送信許可情報と受信品質情報専用送信許可情報を、RRCシグナリングを送信すること
によって、同じ１ビットの情報（情報ビット“Ａ”）で兼用することができる。基地局装
置ＡからのRRCシグナリングに含まれる受信品質情報送信指示情報は、受信品質情報送信
許可情報を受信品質情報専用送信許可情報に解釈の切り替えを行うための情報であるとも
言える。
【００６７】
　図４における#slot9では、基地局装置Ａから受信品質情報送信許可情報が“１”に設定
されたL1/L2グラントを送信し、その信号を受信した移動局装置Ｂは、上りリンクを使用
して送信する情報に上りリンクデータが存在しているにも関わらず、受信品質情報のみを
基地局装置Ａに送信している（１５３）。すなわち、受信品質情報送信指示情報を含んだ
RRCシグナリングが送信された後のスロットにおいて、受信品質情報送信許可情報が“１
”に設定されたL1/L2グラントを受信した移動局装置Ｂは、上りリンクを使用して送信す
る情報に上りリンクデータが存在していたとしても、その上りリンクデータを基地局装置
Ａに送信しない。図４では同様に、#slot12においても、受信品質情報送信許可情報が“
１”に設定されたL1/L2グラントを受信した移動局装置Ｂは、受信品質情報のみを基地局
装置に送信している（１５７）。
【００６８】
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　#slot10では、基地局装置Ａから受信品質情報送信許可情報が“１”に設定されたL1/L2
グラントが移動局装置Ｂに送信され（１５２）、その信号を受信した移動局装置Ｂは、L1
/L2グラントによって割り当てられたリソースを使用して受信品質情報のみを基地局装置
Ａに送信していることを示している（１５３）。
【００６９】
　また#slot11では、基地局装置Ａから通常のL1/L2グラントが移動局装置Ｂに送信され（
１５４）、その信号を受信した移動局装置Ｂは、L1/L2グラントによって割り当てられた
リソースを使用して上りリンクデータを基地局装置Ａに送信する（１５５）。
【００７０】
　次に、各スロットに対応した処理フローについて説明する。
　#slot2で、基地局装置Ａは受信品質情報送信許可情報を“１”に設定したL1/L2グラン
トを送信する（１４１）。この信号を受信した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソース
を使用して、受信品質情報を上りリンクデータと同時に送信する（１４２）。#slot4、#s
lot6においても同様の処理を行う。
【００７１】
　#slot3で、基地局装置は通常のL1/L2グラントを送信する（１４３）。この信号を受信
した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソースを使用して上りリンクデータを送信する（
１４４）。#slot11においても同様の処理を行う。
【００７２】
　#slot8で、基地局装置Ａは受信品質情報送信指定情報を含んだRRCシグナリングを送信
し（１４９）、受信品質情報送信許可情報を、受信品質情報専用送信許可情報として使用
するように指定する。この信号を受信した移動局装置Ｂは、以降のスロットから受信品質
情報送信許可情報を、受信品質情報専用送信許可情報と判断する。（解釈の切り替えを行
う。）
【００７３】
　#slot9で、基地局装置Ａは受信品質情報送信許可情報を“１”に設定したL1/L2グラン
トを送信する（１５０）。この信号を受信した移動局装置Ｂは、上りリンクを使用して送
信する情報に上りリンクデータが存在しているにも関わらず、割り当てられたリソースを
使用して受信品質情報のみを基地局装置Ａに送信する（１５１）。#slot12においても同
様の処理を行う。
【００７４】
　#slot10で、基地局装置Ａは受信品質情報専用送信許可情報を“１”に設定したL1/L2グ
ラントを送信する（１５２）。この信号を受信した移動局装置Ｂは、割り当てられたリソ
ースを使用して受信品質情報のみを基地局装置Ａに送信する（１５３）。
【００７５】
　以上に説明したように、本発明の第２の実施の形態によれば、基地局装置が、受信品質
情報送信指定情報を含んだRRCシグナリングを送信し、この信号を受信した移動局装置が
、受信品質情報送信許可情報を、受信品質情報専用送信許可情報として使用するように指
定することで、L1/L2グラントに含まれる情報量を増加させずに、移動局装置Ｂから受信
品質情報のみを基地局装置Ａに送信することが可能となる。
【００７６】
　移動局装置は、基地局装置からの受信品質情報送信許可情報を含んだL1/L2グラントに
よって割り当てられたリソースを使用して受信品質情報を送信するために、大きな情報量
を持った受信品質情報を送信することができる。これにより、例えば、動画像のような大
量のデータ（ＵＤＰパケット）をダウンロードし続けるような上りリンクデータが存在し
ないサービスにおいても、移動局装置から大きな情報量を持った受信品質情報の送信が可
能となる。
【００７７】
　また、移動局装置が受信品質情報を送信することを許可する受信品質情報送信許可情報
をL1/L2グラントに含めて移動局装置へ送信するので、移動局装置が受信品質情報を送信
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【００７８】
　これにより、移動局装置から送信される受信品質情報の情報量、送信頻度に柔軟に対応
した送信制御が可能となり、より効率的な基地局装置、移動局装置間の通信制御（スケジ
ューリング）を実現することができる。
【００７９】
　本発明の第２の実施の形態における、基地局装置からの受信品質情報送信指示情報を含
んだRRCシグナリングは、例えば、移動局装置、基地局装置の間で行われているサービス
が、通常の上りリンクデータが存在するサービスから、動画像のような大量のデータ（Ｕ
ＤＰパケット）をダウンロードし続けるような上りリンクデータが多量に存在しないサー
ビスに切り替わるときに送信される。
【００８０】
　本発明の全ての実施の形態は、ＭＩＭＯ通信（Multiple Input Multiple Output）を利
用したＳＤＭ（Space Division Multiplexing：空間多重技術）、ＳＦＢＣ（Space-Frequ
ency Block Diversity）、ＣＤＤ（Cyclic Delay Diversity）等の送信ダイバーシティに
おいても適用が可能であり、本実施の形態における受信品質情報とは、ＭＩＭＯ通信時に
、移動局装置が受信できるストリームの数（ＲＡＮＫ情報）、および、基地局装置から送
信される複数のストリームを正しく分離するために予め施される前処理（Pre-coding）の
情報を示すインデックス情報（ＰＭＩ（Pre-coding Matrix Index）情報）を含んでいる
。
【００８１】
　以上、本発明の各実施の形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成は
この実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許
請求の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　本発明は、通信装置に利用可能である。
【符号の説明】
【００８３】
Ａ…基地局装置、Ｂ…移動局装置、２７…送信情報制御部、２７ａ…スケジューラ部、２
７ｂ…変調符号制御部、２７ｃ…周波数スケジューラ部、６３…受信品質情報制御部、６
３ａ…受信品質情報生成部、６３ｂ…受信品質測定部。
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